
発行日：2024 年 2 月   発行者：生田緑地マネジメント会議事務局

令和 5 年 2 月 2 日（金）17：30～19：40

生田緑地東口ビジターセンターにて本年度第４回運営会議が開催され

ました。参加者計 29 名（うちオンライン参加者 5 名）、参加団体数 25 団体

+委任状 6 団体、計 31 団体となりました。

◆報告事項

1. 生田緑地ビジョン改定について          みどりの事業調整課

生田緑地ビジョン改訂案を現在作成中で来週の議会に提出予定です。

プロジェクトについて 2/15 16 時より説明の時間を用意します。

・生田緑地ビジョンは 2011 年 3 月に制定され、10 年毎に改定される生田緑地の将来像について話し合われるもの

です。専門家会議があって、マネジメント会議からは２名の方が参加されていて、十年後の未来像を見据えたもので

す。是非、皆さんご参加ください。（プロジェクトリーダーより）

2. 緑化フェア＆プロジェクト最新情報                                     緑化フェア推進室

第 3 回運営会議にて報告した内容をまとめました。

「向ヶ丘遊園駅～会場間の取り組み」

・企業協賛花壇の設置と お出迎え看板の設置

ばら苑アクセスロード」企業協賛花壇の改修 看板の設置の発注。

ばら苑アクセスロードの看板・樹名板改修も予定しております。

・会場内の取り組み

飯室谷戸町会花壇の増設。第 2 花壇､松寿会花壇は着工中です。

ベンチ制作・展示（指定管理者との調整、向の岡工業高校への打診）

・今後の取り組み

竹アーチの試作（とんもり谷戸） ２月実施

ばら苑ボランティアへの説明会 ２月中下旬実施予定

指定管理者との調整・会場整備等の発注を進めています。    

3. 整備に関する報告                 生田緑地整備事務所

ナラ枯れ伐採作業を緑地内・ゴルフ場で進めています。

民家園内広場改修、ピクニック広場木道デッキ改修、中央広場園路の改

修と排水の改善を進めています。

初山広場 広場整理 田んぼ横の修景施設（みどりの保全課）

4. 生田緑地動画制作の紹介（第２版） 生田緑地整備事務所

「生田緑地のナラ枯れと里山再生 ～自然を守るボランティア活動～」

5. マネジメント会議パンフレット（最終版）紹介 生田緑地整備事務所

緑化フェアなどでも配布予定のパンフレットをまとめました。
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●お問い合わせ先：生田緑地マネジメント会議事務局

生田緑地共同事業体 東口ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ ℡044-933-2300

川崎市建設緑政局生田緑地整備事務所 ℡044-934-8577

◆その他報告・共有事項

１. 2/4 ゴルフ場開放日について                              川崎国際生田緑地ゴルフ場支配人

2．ばら苑秋の一般開放について                                          みどりの管理課

3.お月見フェスタ開催報告・スプリングフェスタ開催予告                 指定管理者

４．会員変更届（名称変更：トカイナカビレッジ⇒松本傳左衛門農園）                         事務局

５．3 月 10 日の全体会講師について 深町貴子先生を予定                              事務局

6. 映像のまちかわさきの取り組みに関するイベントの紹介                 市民文化局市民文化振興室

・「麻生多摩デジタルスタンプラリー」を開催します。枡形山・東口ビジターセンター、母の塔が会場となっています。

・アート・フォー・オールの実現に向けた取組の推進 多様な人々を結びつけ、アートが有するさまざまな価値や魅力に

より、コミュニティ形成することで、誰もが文化芸術に触れ参加できる環境づくりの実現及び新たなミュージアムの活

動につなげることを目的としてアートコミュニケータを育む取り組みを行います。

4．緑化フェア＆プロジェクト進捗                         緑化フェア推進室/プロジェクトリーダー

開催期間は①R5.10/19-11/17 ②R6.3/22-4/13 場所が富士見公園、等々力公園、生田緑地となります。主

な提案として①花いっぱいプロジェクト（飯室谷戸町会）②シンポジウムの開催（企業参加に向けたシンポジウム、お試

しボランティア、ナラ枯れ勉強会、ガイドツアー、生田緑地の歴史等）生田緑地ばら苑/協会の取り組みイメージ。④資

源の有効活用（竹を使った会場装飾）、⑤ナラ枯れ材を使ったベンチオブジェの展示、⑥霧の演出などがあがりまし

た。

５．目標とする自然プロジェクト第２回報告                             倉本プロジェクトリーダー

①10/31 16 名参加 専門家の必要性と川崎市総合実施計画へ「生田緑地が大事な所」という位置づけの入れ込み

を目指します。

②11/28 16 名参加 絵本「やとのいえ」から学ぶ雑木林の時間的・空間的に変化するモザイクの事例からわかるよ

うに、目標とする自然プロジェクトでは、個々のエリアではなく、生田緑地全体を考える方法をとります。

〇生田緑地憲章のふりかえり                                          事務局／倉本先生

生田緑地憲章が定められてから年月が経ち、当時を知らない方も増えていること。緑化フェアが開催されることか

ら、改めて生田緑地憲章の理念や考え方を共有します。倉本先生の寄稿文「生きものを持ち込まない、持ち出さない

～生田緑地憲章」（都市公園 178 号）より背景や経緯を先生に伺いながら学びましょう。（事務局）

都市公園とは、公園管理に先駆的であった東京都が定めた考え方です。生田緑地憲章は川崎市都市公園条例の禁

止行為が、採取の禁止はある程度制限できているが、持ち込むことについては触れていなかったなど、資産保護の観

点で作られていて、環境保護の視点が不足していたことを受けて作られました。生田緑地整備基本計画策定ワークシ

ョップの中で生田緑地憲章が市民から提案されました。大切なものとそうでもないものが混在する中では、ゾーニン

グも難しさがあります。特に持ち込む機会が多いのは行政サイド、工事事業者であり難しさも多いと思われますが、

本憲章は生田緑地を愛する市民によってつくられた大切なもの、引き続き見守っていきます。（倉本先生）

6. 整備に関する報告                       生田緑地整備事務所

・１２月９日ナラ枯れ伐採を予定している対象木について自然会議の皆様と作業

手順や存置場所の確認を１本毎に実施しました。

7. みんなの青空絵画展 VOL.2 開催報告                 指定管理者

・鈴木絵画教室との協働による青空絵画展を１２月２・３日、三叉路～客車間にて

1ｍ×5ｍの大きな横断幕状の作品を林間に掲示。２３名の合同制作による作品は    

青空の下、色鮮やかにはためきました。観覧者数は 1300 名。


